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［
岐
阜
署
］
十
一
月
八
日
、
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖

斐
川
町
役
場
に
お
い
て
岐
阜
県
側
の
夜
叉
ケ
池

一
帯
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
護
し
、
後
世
に

残
し
て
ゆ
く
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と

し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
夜
叉
ケ
池
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ

ー
ル
岐
阜
県
運
営
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
㈳
日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
、
岐
阜

県
山
岳
連
盟
、
岐
阜
県
、
揖
斐
川
町
な
ど
十
七

名
が
出
席
し
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

議
事
で
は
協
議
会
名
称
・
規
約
な
ど
の
承

認
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
、
活
動
方
針
、
予

算
、
今
後
の
計
画
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

　

総
括
質
疑
の
中
で
は
「
看
板
の
素
材
」
や

「
古
い
施
設
の
撤
去
」、「
ト
イ
レ
の
設
置
」
な

ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
協
議
会
の
な

か
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
協
議
会
を
中
心
に
福
井
県
側
と

の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
十
月
十
九
～
二
十
日
、
岐
阜

県
中
津
川
市
加
子
母
に
お
い
て
管
内
の
国
有

林
・
民
有
林
で
活
動
し
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
十
一
団
体
（
三
十
五
名
）
及
び
局
署
等
職

員
（
二
十
二
名
）
が
一
堂
に
会
し
「
グ
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
状
況
や
意
見
交
換
等
を
実
施
す
る
な
か

で
、
お
互
い
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
国
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

一
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、「
ふ
れ
あ
い
の
や
か
た
か

し
も
（
研
修
交
流
施
設
）」
に
お
い
て
各
団

体
・
各
署
等
の
参
加
者
全
員
に
よ
る
活
動
報
告

に
引
き
続
き
、「
森
林
づ
く
り
部
会
」、「
森
林

環
境
教
育
部
会
」
に
分
か
れ
て
の
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
地
元
地
域
の
歴
史
や
ふ
れ
あ
い

の
森
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
森
林
づ
く
り

の
活
動
現
場
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
二
日
間
の
サ
ミ
ッ
ト
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
局
等
が
主
導
の
サ
ミ
ッ

ト
で
し
た
が
、
今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

主
導
の
開
催
で
あ
り
、
特
に
実
行
委
員
会
及
び

開
催
地
の
「
裏
木
曽
古
事
の
森
育
成
協
議
会
」

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
チ
ー
フ
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
来

年
度
以
降
も
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

交
流
・
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
十
一
月
十
～
十
一
日
に
、
高
山
市

一
之
宮
町
で
「
第
二
〇
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
「
全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の

会
」
主
催
、
林
野
庁
、
環
境
省
、
文
化
庁
、
岐

阜
県
、
高
山
市
が
後
援
す
る
な
か
、
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ひ
だ
位
山
ふ
る
さ
と
学
校
」
の
共
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
二
五
〇
名
の
環

境
保
全
活
動
に
係
わ
る
参
加
者
が
あ
り
、
当
署

も
森
の
巨
人
た
ち
百
選
の
パ
ネ
ル
展
示
、
宮
国

有
林
の
「
大
イ
チ
イ
」
の
案
内
等
で
協
力
し
ま

し
た
。

　

初
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
通
じ
た
巨
木
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
」
と
題
し
て
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
副
代
表
の
川
尻
秀
樹
氏
の
実
演
を
交
え
た
講

演
の
他
、
巨
木
保
全
活
動
事
例
発
表
、
市
民
に

よ
る
飛
騨
高
山
・
巨
木
し
ら
べ
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
当
署
管
内
の
森
の
巨
人
た

ち
百
選
に
選
ば
れ
た
平
湯
大
ネ
ズ
コ
な
ど
の
保

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
平
湯
巨
樹
巨
木
保

全
協
議
会
の
ほ
か
、
荘
川
の
巨
木
を
守
る
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
だ
位
山
ふ
る
さ
と
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
、「
巨
木
を
守
る
こ
と
が
地
域
の
文
化
に

つ
な
が
る
」
な
ど
活
動
の
経
緯
、
巨
樹
・
巨
木

の
保
全
の
大
切
さ
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
巨
樹
巨
木
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
が
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
宮
国
有

林
で
行
わ
れ
た
源
流
の
森
・
宮
大
イ
チ
イ
と
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
二
十
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
樹
齢
二
一
〇
年
の
天
然
性
優
良

ア
カ
マ
ツ
林
の
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
や
森
の

巨
人
た
ち
百
選
に
選
ば
れ
た
「
宮
の
大
イ
チ

イ
」（
樹
齢
二
〇
〇
〇
年
、
樹
高
二
十
五
㍍
、

幹
周
六
・九
㍍
）
を
山
下
宮
森
林
官
と
川
本
尾

神
森
林
官
が
案
内
し
、
参
加
者
は
ア
カ
マ
ツ
林

の
風
景
や
宮
の
大
イ
チ
イ
の
二
〇
〇
〇
年
を
生

き
て
い
る
姿
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
大
木
を
利
用
し
て
の

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
で
は
、
始
め
は
高

運営協議会の会議の様子

グリーンボランティア・サミットの様子

夜
叉
ケ
池
で
協
議
会
が
設
立

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
主
導
型
で
開
催

「
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」

「
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

～
飛
騨
高
山
で
開
催
～
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い
と
こ
ろ
は
怖
い
と
言
っ
て
い
た
参
加
者
達
も

次
第
に
楽
し
そ
う
に
ザ
イ
ル
を
操
り
一
〇
㍍
以

上
の
高
さ
ま
で
登
り
、
木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
民
の
調
べ
で
は
幹
周
り
三
㍍
以
上

の
巨
木
を
調
査
し
た
結
果
、
高
山
市
が
全
国
で

第
二
位
（
一
位
は
奥
多
摩
町
）
と
い
っ
た
報
告

も
あ
り
、
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
回
は
、
秋
田
県
角
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
伊
那
谷
流
域
に
お
け
る
最
重
要
課

題
で
あ
る
野
生
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、
十
二
月

一
日
黒
河
内
国
有
林
に
隣
接
す
る
伊
那
市
の
入

笠
牧
場
で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
一
斉
捕
獲
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
南
信
森
林
管
理
署
、
県
、
市
町
村

等
上
伊
那
地
域
の
関
係
機
関
で
組
織
す
る
野
生

鳥
獣
保
護
管
理
対
策
協
議
会
が
地
域
の
猟
友
会

の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
、
当
日
は
、

早
朝
か
ら
猟
友
会
員
二
一
三
名
が
参
加

し
、
牧
場
周
辺
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
群
れ
を
猟
犬
で
追
い
込
む
な
ど
し

て
三
十
二
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

こ
の
捕
獲
作
戦
に
は
、
同
協
議
会
の

構
成
団
体
も
捕
獲
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

回
収
作
業
に
協
力
し
て
お
り
、
当
署
か

ら
は
上
原
業
務
第
二
課
長
や
井
元
伊
那

森
林
官
ら
五
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
林
政
協
議
会
伊
那
谷
部
会

に
よ
る
、
一
斉
捕
獲
や
解
体
処
理
の
現
地
視
察

も
行
わ
れ
、
同
協
議
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
久
保

田
南
信
森
林
管
理
署
長
や
藤
原
伊
那
谷
総
合
治

山
事
業
所
長
も
回
収
作
業
に
参
加
し
、
栄
養
豊

富
な
牧
草
な
ど
を
沢
山
食
べ
て
大
き
く
育
っ
た

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
運
搬
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
上
伊
那
地
域
に
お
け
る
一
斉
捕
獲

は
、
二
〇
〇
頭
の
捕
獲
目
標
を
掲
げ
、
一
月
下

旬
ま
で
に
浦
国
有
林
や
四
徳
国
有
林
を
含
む
地

域
で
計
三
回
予
定
さ
れ
て
お
り
、
当
署
と
し
て

も
、
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
基
づ
く
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
個
体
数
調
整
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

 

［
飛
騨
署
］
十
一
月
八
日
に
、
高
山
市
荘
川
町

に
あ
る
国
有
林
及
び
民
有
林
で
、
国
有
林
が
取

り
組
む
低
コ
ス
ト
高
効
率
の
モ
デ
ル
事
業
と
岐

阜
県
が
取
り
組
む
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
民
国

連
携
の
現
地
検
討
会
を
岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務

所
と
共
催
し
、
県
下
各
農
林
事
務
所
、
高
山

市
、
飛
騨
市
、
各
森
林
組
合
、
林
業
経
営
者
協

会
、
当
署
職
員
の
外
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
な

ど
三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
山
中
山
国
有
林
で
「
低
コ
ス

ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
モ
デ
ル
箇
所

を
見
学
し
、
説
明
に
あ
た
っ
た
飯
村
森
林
官
か

ら
は
四
万
十
方
式
を
基
本
と
し
た
路
網
整
備
に

つ
い
て
、
企
画
、
路
線
決
定
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
育
成
及
び
請
負
事
業
体
の
取
り
組
み
姿
勢
が

重
要
と
い
っ
た
説
明
や
、
い
か
に
山
と
向
き
合

う
か
が
大
切
と
言
っ
た
話
が
出
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
、
四
万
十
方
式
の
技
術
的
な
こ
と
、
こ

の
冬
の
雪
で
路
網
が
固
ま
る
な
ど
技
術
者
と
し

て
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
負
事
業
の
白
鳥
林
工
協
業
組
合
の

美
谷
添
理
事
長
か
ら
は
、
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
に
は
資
金
面
で
も
不
安
が
あ
っ
た
が
、
作

業
の
安
全
と
効
率
と
い
っ
た
点
で
は
挑
戦
す
る

価
値
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
い
っ
た
話
が
さ

れ
、
民
間
事
業
体
で
も
取
り
組
め
る
姿
を
見
て

頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
飛
騨
高
山
森
林
組
合
が
中
間

土
場
を
設
け
て
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
低
コ
ス
ト

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
有
林
現
地
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

事
業
地
近
く
の
一
色
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
を

中
間
土
場
に
活
用
し
、
山
土
場
か
ら
中
間
土
場

ま
で
の
輸
送
は
自
社
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
、
各
工

場
ま
で
の
輸
送
は
大
型
ト
レ
ー
ラ
等
に
よ
り
輸

送
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

結
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
山
中
山
国
有
林
の
取
り
組
み
へ

の
関
心
は
高
く
、
十
月
三
十
日
に
は
、
高
山
市

立
荘
川
小
学
校
五
年
生
八
名
が
森
林
を
守
る
国

有
林
の
見
学
と
し
て
、
ま
た
、
十
月
七
日
に
は

新
潟
県
糸
魚
川
地
域
振
興
局
管
内
の
林
業
関
係

者
二
十
名
が
林
業
先
進
地
視
察
研
修
と
し
て
、

当
山
中
山
国
有
林
の
間
伐
の
取
り
組
み
を
見
学

さ
れ
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
広
が
り
を
み
せ
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
一
円
で
も
山
主
へ
還
元
す

る
た
め
の
低
コ
ス
ト
作
業
の
定
着
「
飛
騨
で
も

で
き
た
」
を
目
指
し
て
、
民
有
林
・
国
有
林
が

連
携
し
て
地
域
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま

す
。

捕獲したニホンジカ

路網の説明をする飯村森林官

地
域
一
体
で
取
り
組
む
有
害
鳥
獣
対
策

　

～
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

　
　
　
　
　

一
斉
捕
獲
作
戦
開
始
～

ツリークライミングを体験
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［
名
古
屋
事
務
所
］
十
一
月
十
五
日
、
瀬
戸
市

立
水
南
小
学
校
一
年
生
九
十
九
名
を
対
象
に
森

林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

通
常
は
小
学
校
五
年
生
を
対
象
に
森
林
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
担
当
の
先
生

か
ら
「
子
ど
も
達
に
森
林
の
大
切
さ
を
学
ば
せ

自
然
の
も
の
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
を
体
験
さ
せ

て
や
り
た
い
。」
と
熱
心
な
働
き
か
け
が
あ
り
、

事
務
所
ス
タ
ッ
フ
四
名
が
小
学
校
へ
出
向
き
実

施
し
ま
し
た
。　　

　

は
じ
め
に
体
育
館
で
「
森
林
か
ら
の
贈
り

物
」
の
紙
芝
居
を
行
い
、
皆
真
剣
な
表
情
で
紙

芝
居
を
見
て
い
ま
し
た
。
途
中
の
「
木
で
で
き

た
も
の
は
何
？
」
と
の
質
問
で
は
溢
れ
ん
ば
か

り
の
大
き
な
声
で
手
が
あ
が
り
元
気
な
声
で
大

勢
の
子
ど
も
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
の
後
は
、
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
ヒ
ノ

キ
の
輪
切
り
板
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
作
り
た
い
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
部
材
を
組
み
合
わ
せ
、
動

物
や
花
な
ど
を
作
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
完
成
す
る
か
少
し
心
配
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
達
の
想
像
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
思
い
思
い
の
作
品
が
次
々
と
出
来
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

 
［
岐
阜
署
］
十
一
月
十
七
日
、
岐
阜
県
下
呂
市

の
舞
台
峠
国
有
林
に
お
い
て
「
連
合
の
森
」
の

体
験
林
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
連
合
の
森
」
は
、
森
林
の
果
た
す
役
割
や

環
境
保
全
等
に
つ
い
て
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
現

在
、
必
要
と
す
る
保
育
作
業
を
体
験
し
な
が

ら
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
「
森
の
大
切
さ
や
手
入

れ
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
連
合
岐
阜
が
主
催
し
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。　　
　
　
　
　
　

　

当
日
は
快
晴
の
な
か
、
七
十
二
人
（
子
供
含

む
）
の
参
加
者
が
あ
り
、
岐
阜
森
林
管
理
署
職

員
に
よ
る
、「
地
球
温
暖
化
と
森
林
と
の
関
わ

り
」
を
テ
ー
マ
に
森
林
教
室
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
舞
台
峠
国
有
林
に
移
動
し
、
枝
打
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
森
林
教
室
で
森
林
の
大
切
さ
を
学

び
、
保
育
作
業
（
枝
打
ち
）
で
自
分
た
ち
の
手

で
雑
然
と
し
た
森
林
が
み
る
み
る
明
る
く
な
っ

て
い
く
姿
に
、
森
の
手
入
れ
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
一
月
十
七
～
十
八
日
の

二
日
間
、
名
古
屋
港
に
隣
接
す
る
藤
前
干
潟
に

お
い
て
、
名
古
屋
市
と
環
境
省
が
開
催
す
る

「
藤
前
干
潟
ふ
れ
あ
い
デ
ー
２
０
０
７
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
当
所
か
ら
森
林
の
機
能
や
重
要

性
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放

映
、
丸
太
切
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

　

藤
前
干
潟
は
、
二
〇
〇
二
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
渡
り
鳥
が
羽
休
め
や
越
冬
の

た
め
に
過
ご
す
貴
重
な
干
潟
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
天
候
も
良
く
多
く
の
人

が
来
場
し
野
鳥
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
当
事
務
所
が

出
展
し
た
丸
太
切
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
も
小
学

生
や
家
族
連
れ
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
、
切
っ
た
丸
太
を
利
用
し
鉛
筆
立
て
や
壁
飾

り
、
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

二
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
水
辺
の
環
境
と

森
林
の
環
境
が
連
携
し
、
地
球
全
体
の
環
境
問

題
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
一
月
二
十
二
日
、「
東

海
シ
ニ
ア
自
然
大
学
」
高
等
部
の
受
講
生

二
十
一
名
が
瀬
戸
国
有
林
で
「
森
林
の
保
全
に

つ
い
て
学
ぼ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
森
林
整
備

の
体
験
作
業
を
行
い
ま
し
た
。「
東
海
シ
ニ
ア

自
然
大
学
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
ワ
ー
ク

ス
」
が
主
催
し
、
自
然
や
環
境
に
つ
い
て
年
間

三
十
回
を
学
ぶ
大
学
で
、
今
回
は
、
そ
の
一
つ

と
し
て
国
有
林
で
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
の
要
望
に
応
え
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
森
林
交
流
館
に
お
い
て
国
有
林

の
説
明
や
名
古
屋
事
務
所
の
取
り
組
み
、
森
林

の
機
能
と
森
林
整
備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
座

学
に
よ
り
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
体
験
林
業
と
し
て
間
伐
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
か
ら
間
伐

元
気
い
っ
ぱ
い
の
森
林
教
室

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

舞
台
峠
国
有
林
で
体
験
林
業

環
境
省
と
連
携
し森

林
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

話に聞き入る水南小学校児童

枝打作業で汗を流して

丸太伐りを体験して

森
林
の
保
全
に
つ
い
て
学
ぼ
う

～
東
海
シ
ニ
ア
自
然
大
学
～
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木
の
伐
採
方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
各
班
に
分
か
れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
短

い
時
間
で
し
た
が
受
講
生
か
ら
は
、「
森
林
整

備
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
。」「
い
い
体
験
が
で

き
た
。」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
二
月
二
日
森
林
交
流
館

に
お
い
て
第
八
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
師
走
と
は
思
え
な
い
様
な
暖
か
な

日
と
な
り
、
二
十
二
名
の
参
加
者
は
、
森
林
か

ら
集
め
た
蔓
を
ベ
ー
ス
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
に
は
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
・
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
・
ド
ン
グ
リ
等
の
球
果
や
、
南
天
・
柊

の
枝
葉
等
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
個
性
豊
か
な

リ
ー
ス
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。　　
　
　

　

親
子
で
参
加
さ
れ
た
人
が
多
く
、
に
ぎ
や
か

に
あ
れ
こ
れ
相
談
し
、
沢
山
の
自
然
の
物
を
使

い
豪
華
な
リ
ー
ス
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
な
か
に

は
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
大
き
な
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
に

驚
き
な
が
ら
、
そ
の
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
に
ド
ン
グ

リ
等
を
使
い
、
可
愛
い
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
飾
り

を
作
る
子
供
達
も
い
て
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
れ
ぞ
れ
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見
比

べ
、
森
林
か
ら
の
贈
り
物
で
作
っ
た
リ
ー
ス
に

と
て
も
満
足
な
様
子
で
し
た
。

　

今
年
度
最
後
の
「
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
」
と

な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
も
是
非
参
加
し
た
い

と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
広
報
］
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、「
美
し
い

森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て

テ
レ
ビ
番
組
を
活
用
し
て
、
森
林
・
自
然
の
動

き
と
重
要
性
、
国
有
林
の
仕
事
内
容
と
そ
の
必

要
性
・
重
要
性
を
子
供
が
見
て
も
分
か
り
や
す

い
番
組
を
制
作
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
テ
レ
ビ
信
州
と
契
約
し
二
十
六
回
の
番

組
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

六
月
十
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
収
録
も
、
十
一

月
九
日
の
南
信
署
管
内
で
の
収
録
を
最
後
に

二
十
六
回
分
全
て
が
撮
り
終
え
、
プ
レ
ビ
ュ
ー

も
済
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
、
テ
レ
ビ
信

州
か
ら
番
組
で
使
用
し
た
マ
ペ
ッ
ト
人
形
の

「
林
太
郎
く
ん
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
林
太
郎

人
形
は
、
三
体
作
製
さ
れ
、
撮
影
状
況
に
よ
り

使
い
分
け
て
い
ま
し
た
。

　

三
体
は
局
長
室
、
総
務
部
長
室
、
広
報
に
置

き
、
こ
れ
か
ら
も
国
有
林
を
見
守
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

放
送
は
、
テ
レ
ビ
信
州
で
十
二
月
三
十
日
ま

で
毎
週
日
曜
日
の
十
一
時
四
十
五
分
か
ら
五
分

間
番
組
で
放
送
し
ま
す
。

林
野
庁
人
事
（
抄
）

十
二
月
一
日
付

▽�

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
企
画
官
（
南
木

曽
支
署
長
）�

小
林　

伸
一

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
長
（
東
信
署

次
長
）�

小
林　

辰
男

▽�

東
信
森
林
管
理
署
次
長
（
企
画
調
整
室
管
理

官
兼
国
有
林
野
管
理
課
）�

今
井　

道
博

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

十
二
月
一
日
付

▽�

企
画
調
整
室
管
理
官
兼
国
有
林
野
管
理
課

（（
独
）
緑
資
源
機
構
関
東
整
備
事
務
局
静
岡

水
源
林
整
備
事
務
所
主
幹
）�

田
丸　

義
次

▽�

富
山
森
林
管
理
署
業
務
課
管
理
係
（
富
山
署

神
通
森
林
事
務
所
）�

城
倉　

恵
介

▽�

東
濃
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
森
林
育
成
係

兼
販
売
係
（
東
濃
署
東
股
森
林
事
務
所
）

�

原
田　

剛
克

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

間伐作業の様子

自
然
の
物
を
素
材
に

手
作
り
リ
ー
ス
に
挑
戦
!!

　
　
　
（
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の

リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
）

手作りリースに挑戦

マ
ペ
ッ
ト
人
形
「
林
太
郎
く
ん
」

中
部
局
へ送られた林太郎くん
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［
飛
騨
署
］「
こ
の
虫
の
名
前
は
何
に
す
る
？
」

と
聞
く
と
、「
枯
れ
枝
チ
ク
チ
ク
ム
シ
！
」
と

元
気
な
子
供
の
返
事
が
返
っ
て
来
ま
し
た
。

　

カ
エ
デ
類
や
シ
デ
類
の
細
い
枝
、
小
さ
な
葉

や
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
で
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
独
創
的
な
昆
虫
や
動
物
が

次
々
に
完
成
し
て
い
き
ま
す
。
材
料
は
至
っ
て

シ
ン
プ
ル
に
、
様
々
な
種
類
の
自
然
素
材
と
ハ

サ
ミ
、
鋸
、
グ
ル
ー
ガ
ン
だ
け
。
綺
麗
に
製
材

さ
れ
た
木
材
で
つ
く
る
オ
モ
チ
ャ
と
は
異
な

り
、
自
然
の
素
材
の
色
や
質
感
、
形
を
そ
の
ま

ま
生
か
し
た
作
品
づ
く
り
は
、
子
供
た
ち
の
想

像
力
・
創
作
力
を
高
め
、
森
林
へ
関
心
を
向
け

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

森
林
教
室
の
雨
天
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

ま
た
除
伐
木
の
有
効
活
用
の
一
つ
と
し
て
、
簡

単
か
つ
面
白
い
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
皆
さ
ん
も
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

除
伐
木
で

　
　
「
世
界
に
一
つ
だ
け
」
の
作
品
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［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
こ
の
展
示
林
は
、
昭

和
三
十
九
年
外
国
産
マ
ツ
等
の
中
で
生
長
が
早

い
と
さ
れ
る
樹
種
を
植
栽
し
、
外
国
樹
種
の
適

合
性
の
検
討
と
併
せ
て
在
来
樹
種
と
の
生
長
比

較
を
行
い
外
国
樹
種
の
導
入
の
指
標
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
外
国
樹
種
等
実
験
林
」
と

し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
八
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
、
テ

ー
ダ
マ
ツ
（
四
㌶
）、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ツ

（
三
・八
一
㌶
）、
コ
バ
ノ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

（
二
・〇
六
㌶
）、
ア
イ
グ
ロ
マ
ツ
（
〇
・六
三

㌶
）、
ク
ロ
マ
ツ
（
二
・三
一
㌶
）、
ス
ト
ロ
ー

ブ
マ
ツ
（
二
・五
六
㌶
）、
ポ
プ
ラ
（
〇
・八
七

㌶
）、
オ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
カ
マ
ツ
（
一
㌶
）
の
八

種
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
樹
種
に
お
い
て
各
々
〇
・一
㌶（
二
〇
㍍
×

五
〇
㍍
）
の
固
定
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
、
植
栽

後
五
年
目
ま
で
は
毎
年
、
十
年
以
後
は
原
則
と

し
て
五
年
毎
に
樹
高
、
直
径
の
調
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
度
（
十
二
年
生
）
の
調
査
で

は
、
ポ
プ
ラ
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
マ

ツ
の
生
長
が
旺
盛
で
、
平
成
八
年
度
（
三
十
三

年
生
）
の
調
査
で
は
、
樹
高
は
テ
ー
ダ
マ
ツ
が

一
番
高
く
、
ア
イ
グ
ロ
マ
ツ
、
ス
ト
ロ
ー
ブ
マ

ツ
と
続
き
、
胸
高
直
径
も
テ
ー
ダ
マ
ツ
が
一
番

大
き
く
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ス
ト
ロ
ー
ブ
マ
ツ
と
続

く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
国
産
種
の
ク
ロ
マ

ツ
、
ア
イ
グ
ロ
マ
ツ
は
、
初
期
生
長
は
遅
い
も

の
の
、
林
齢
を
重
ね
る
と
外
国
産
樹
種
と
あ
ま

り
か
わ
ら
な
い
大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ほ
ぼ
同
じ
立
地
条
件
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

当
地
域
に
適
し
た
ア
カ
マ
ツ
と
比
較
し
て
も
、

樹
高
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ら
の
外
国
樹
種
を
一
箇
所
に

植
栽
し
た
貴
重
な
林
分
と
し
て
保
存
し
、
展
示

林
と
し
て
適
切
に
管
理
す
る
た
め
、
歩
道
等
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地
：�

岐
阜
県
下
呂
市
小
川　

小
川
長
洞
国

有
林
一
一
一
三
い
・
に
林
小
班　

　
　
　
　

面
積
十
七・二
四
㌶

1818

ストローブマツ

スラッシュマツ

アイグロマツ

林齢

樹
高
（
m
）
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［
南
木
曽
署
］
長
野
県
南
木
曽
町
の
国
道
一
九

号
線
か
ら
木
曽
川
に
架
か
る
柿
其
橋
を
渡
り
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
柿
其
水

路
橋
を
く
ぐ
る
と
、
木
曽
川
支
流
の
柿
其
川
の

透
き
と
お
っ
た
流
れ
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

上
流
一
帯
は
、
柿
其
渓
谷
と
呼
ば
れ
、

木
曽
谷
に
数
あ
る
渓
谷
の
中
で
も
、
特

に
美
し
い
と
い
わ
れ
る
柿
其
渓
谷
で

す
。

　

流
域
で
は
、
約
八
キ
ロ
㍍
に
わ
た
っ

て
滝
や
瀬
・
淵
が
点
在
し
、
周
囲
の
岸

壁
や
、
二
〇
〇
年
を
優
に
超
え
る
木
曽

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
天
然
林
と
と
も
に
、
壮

大
な
自
然
の
造
形
美
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
春
の
ツ
ツ
ジ

や
秋
の
紅
葉
な
ど
、
清
冽
な
流
れ
と
と

も
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
豪
快
な
天
然
の
流
水
プ

ー
ル
「
黒
淵
」、
巨
大
な
花
崗
岩
が
壮 やま

やま

32

柿
其
渓
谷

観
な
「
牛
ヶ
滝
」、
展
望
台
か
ら
の

眺
め
が
す
ば
ら
し
い
「
霧
ヶ
滝
」
な

ど
は
、
特
に
人
気
の
高
い
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
林
道
ゲ
ー
ト
か
ら
十
五
分

ほ
ど
歩
い
た
所
で
は
、
カ
エ
デ
の
仲

間
の
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
の
大
木
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ハ
ナ
ノ
キ
」

は
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
の

限
ら
れ
た
地
域
の
み
に
生
育
し
、
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
南

木
曽
支
署
管
内
の
国
有
林
で
も
、
大

き
な
木
は
二
本
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

木
曽
に
お
越
し
の
際
に
は
、
少
し

寄
り
道
さ
れ
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

編集　中部森林管理局総務課広報

豪快な天然の流水プールの黒淵

展望台からながめるエメラルド色の淵、
眺めのすばらしい霧ヶ滝

巨大な花崗岩が壮観な牛ヶ滝

アクセス
　公共交通機関を利用した場合
　ＪＲ中央西線十二兼駅下車　徒歩50分
　ＪＲ中央西線南木曽駅下車　タクシー10分
　自動車を利用した場合
　中央自動車道中津川Ｉ．Ｃ．より塩尻方面へ40分
　長野自動車道塩尻Ｉ．Ｃ．より中津川方面へ１時間30分


